平成２２年度第１回　滝川市福祉有償運送運営調整会議会議録
１．開催日時　　平成２２年１１月２５日（木）　１４：００～１４：５０
２．開催場所　　滝川市役所　３階　３０３会議室
３．出席状況　（出　席）紅露委員・新保委員・山本委員・橘委員
　　　　　　　（欠　席）高木委員
　　　　　　　（事務局）３名
　　　　　　　（事業所）奈井江学園（居宅介護事業所　ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰぽすと）
４．会議次第

平成２２年度第１回　滝川市福祉有償運送運営調整会議

と　き　平成２２年１１月２５日（木）14:00～

ところ　滝川市役所　３階　３０３会議室
１．開　　会

　　　　

２．滝川市福祉有償運送運営調整会議発足並びに第１回調整会議開催に
あたっての趣旨説明

３．構成委員の紹介

４．会長・副会長の選任（委員の互選）

＊委員の職務期間は２年間　（Ｈ22.11.25 ～ Ｈ24.11.24）

５．議　　題

　　　　　（１）滝川市における移動制約者等の概況説明

　　　　　（２）福祉有償運送の新規登録申請にあたっての概況説明

　　　　　　　　　申請予定者　～　運　営　主　体　：　社会福祉法人奈井江学園

居宅介護事業所　　　サポートセンターぽすと

　　　　　　　　　質疑応答

　　　　　（３）福祉有償運送の必要性の有無について（新規登録）

　　　　　（４）その他

６．閉　　会

５．滝川市福祉有償運送運営調整会議委員名簿
	
	区　　分
	団体・機関等名

	１
	市長又はその指名する職員
	滝川市保健福祉部長

	２
	滝川市を営業区域に含むバス、タクシー事業者その他の一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体に所属する者
	空知地区ハイヤー協会

	３
	滝川市に現在する住民又は自家用有償旅客運送の利用が想定される者
	滝川市手をつなぐ育成会　事務局

	４
	北海道運輸局札幌運輸支局長又はその指名する職員
	北海道運輸局札幌運輸支局

	５
	一般旅客自動車運送事業者の事業用

自動車の運転者が組織する団体に所

属する者
	北星交通株式会社労働組合

	６
	滝川市において現に福祉有償運送を行っている特定非営利活動法人等の団体に所属する者のうちその代表者が指名する者
	なし



	７
	市長が必要と認める者
	なし


＜＊上記委員の職務期間：　平成２２年１１月２５～平成２４年１１月２４日＞
６・会議録（以下のとおり）
●開　会　～　事務局
＊滝川市福祉有償運送運営調整会議発足、会議開催の趣旨説明
　～国土交通省より平成１６年３月にガイドラインが作成され、道路運送法第７８

条第２号による福祉有償運送につきまして、地元市町村の運営協議会の認可を
受け、国土交通省に申請許可できることになりました。滝川市においては、今

まで例がございませんでしたが、今回１事業所より実施の申し出があり、本日
の調整会議で可否のご審議を賜りたく、よろしくお願いいたします。
●調整会議委員の紹介　　高木委員　急用により欠席の旨報告
●会長の選任　　

～調整会議設置要綱により会長は委員の互選となっておりいかがしましょうか。
皆さんから特に案がないということで、事務局案として、橘委員にお願いした
いと思いますが、よろしいでしょうか。　～　異議なし。
　　これ以降、議事進行は橘会長から進行させていただきます。
●議　題
＊橘会長　あいさつ
　～副会長についても委員の互選となっており、紅露委員にお願いいたします。
滝川市における移動制約者等の概況説明を事務局から説明お願いいたします。
＊事務局　～別紙資料に基づき説明。
　　　・要介護等認定者の状況
　　　・障害（児）者数　～　障害別・等級別の状況
＊橘会長　～特に質問ございませんか。　～　特になし
福祉有償運送の新規登録申請にあたっての概況説明を事務局からお願いします。
＊事務局　～別紙「申請団体確認表」に基づき説明
　　社会福祉法人奈井江学園から提出していただいた札幌運輸支局に申請提出する

資料を委員の皆様には事前に送付させていただいております。

　　（既に奈井江、新十津川で実施しておりますので、今回は滝川で実施するに

あたっての変更申請になります。）
・奈井江学園（サポートセンターぽすと）　事業者入室

＊橘会長　～奈井江学園から紹介を含め、福祉有償運送実施にあたっての趣旨等説明
をよろしくお願いいたします。

＊事業者　～挨拶、趣旨説明。

＊橘会長　～委員の皆さまからご意見、ご質問　ございませんか？

＊紅露委員　～９名の方々が利用を予定しているようですが、サービス内容等、今ま
でどのような利用状況でしょうか？

＊事業者　～滝川市はまだ福祉有償運送を実施しておりませんので、実際、公共交通
機関とか、ご家族が車で当奈井江学園まで来ていただきサービスを展開、奈井江
新十津川は、福祉有償運送を実施しておりますので、在宅の知的障害者の方々の移
動支援をさせていただいております。
＊紅露委員　～迎えに来てくれる場合の利用料金の支払い基準等、教えてください。
＊事業者　～滝川の利用者宅にヘルパー派遣した場合、奈井江からの派遣費用は無料
で、あくまで滝川が発着となります。例えば自宅から滝川市立病院まで利用した場
合など、滝川市（自宅）出発してからまた、自宅（滝川市）終着までの費用がかか
ります。ヘルパー派遣費用は、乗車中は費用はとれません。
＊山本委員　～特に申し上げることはございませんが、今回ご案内いただきました。
私も一乗務員の立場で検討もしましたが、内容も初めてのことでよく分からず
事前に資料は読んできましたが・・・滝川市の方が利用する場合、利用頻度、月
あたりの利用頻度はどのくらいなのでしょうか？

＊事業者　～利用頻度はそんなに多くはならないと思われます。例えば通院の場合は
月に１回とか２か月に１回とかの頻度かと思われます。

＊山本委員　～通院のほかには、どんな時に利用されるのですか？

＊事業者　～通院以外でしたら、例えば余暇活動、映画に行きたいとか公園に行きた
いとか、あくまで希望あった時のみの利用サービスとなります。

＊橘会長　～滝川市の利用対象者はどの程度おられるのですか？

＊事業者　～滝川市の利用対象者は、奈井江ぽすとに登録されております９名の方々
です。
＊新保委員　～滝川市で利用される場合、想定される区間は？
＊事業者　～滝川市では、滝川市内が主になろうと思われます。
＊新保委員　～既に奈井江、新十津川で実施されていますが、今回、滝川市が実施す
ることにより、従業員など事業拡大、増やす事はないのですか？

＊事業者　～今の段階ではないです。
＊新保委員　～運行管理者ご本人が来ておられるのですが、運転記録証明を見ますと
違反歴トータル６点となっております。違反者講習は受けたのですか？
＊事業者　～今月３０日に受けます。
今回は、免許停止処分ではなく、違反者講習と軽微な違反の累積になっており
ますが、その部分については、今後違反しないように事業所としてもしっかり管
理していきたいと思っています。
＊新保委員　～運行管理者については、サービス管理者と併せ、運行管理責任者の立
場なので、他の従業員を指示、監督の立場であり、模範とならなくてはならない。
人を運ぶ仕事なので、しっかりと行ってほしいと思います。
　　　次に料金の関係ですが、年会費を取られているようですが、年会費を支払って

いる方は滝川市ではどの程度おられるのですか？
＊事業者　～現段階では、奈井江、新十津川を含め年会費を支払って利用している方
はおられません。当初スタート時点では我々も利用頻度が分からず、利用頻度の
多い人は年会費を払った方が得ですよと周知しましたが、実際は、利用頻度が多
くないため、４年経過しましたけど、年会費を払っている方はおられません。
＊新保委員　～年会費の制度は、この部分を削るなど今後見直すなど検討はされない
のですか？

＊事業者　～この部分については、４年経過しましたが、年会費を払って、たくさん
利用するという方はおられませんので、今後変更もしていきたいと思っています。
＊山本委員　～実際に奈井江から滝川に来て、滝川市内乗せたとしても、料金的には
たいした金額にはなりませんよね？
＊事業者　～なりません。利用者さんに実際ヘルパーを派遣しても、そのサービス料
金は取れませんので、それは障害者自立支援法に定められております。基本的に
利用者さんを乗せて滝川発着の料金となります。しかも金額は陸運局で決められ
ているタクシーの１／２対価と決められておりますので、低額になります。
＊橘会長　～そのほか質問はございませんか？　なければ次の議題、福祉有償運送の
必要性の有無について、決定していただきたいと思います。　ぽすとさんには一
旦退席願い、委員皆さんで再度、ご討議していただきたいと思います。
・ぽすと事業者　退席

＊橘会長　～それでは３番目の議題、福祉有償運送の必要性の有無について可否を決
定していきたいと思います。　挙手ではなく、委員さんひとり一人からご意見を
いただきたいと思います。
＊新保委員　～必要性はあると思いますが、先程の運転記録で申しましたが免許停止
まではいきませんが、違反がたくさんあるとこの様な仕事はできないと思います。

このようなことのないよう、努めていただきたいと思います。また、奈井江学

園さんについては福祉有償運送については、きちっと行っているので、特に問題

はないと思います。
＊山本委員　～私もよく内容は分かりませんが、わざわざ奈井江から出てきて実施す
る意味があるのか？お聞きした内容では奈井江から来たとしても、滝川市内発着
のみの料金ですから、たいした金額が発生しません。　メリットがあるのかよく
分かりません。当然、補助が出るんでしょうけど、どこから補助が出るのか、滝
川市から補助が出るのか分かりませんが。
＊事務局　～事業費については滝川市からは補助等一切ありません。奈井江学園さん
も知的障害施設の運営と併せヘルパー派遣事業等行っていますが、福祉有償運送
事業については、社会福祉法人一体となった取り組みとなっており、福祉有償運
送単体では当然タクシー料金１／２以下の対価となっておりますので、福祉有償
運送単体では事業は成り立たないです。利用される対象者がお一人で公共交通機
関を利用できない、例えば知的障害で自閉とかありまして、タクシーとか利用と
言っても他人との緊張があり乗れない、バス、汽車にしても同様で、そのような
時にヘルパーの利用が考えられます。先程の説明でもありましたが、今までほと
んど家族で送迎を行っていますが、当然できない時も出てくる。そのような場合
の利用なので、奈井江、新十津川でも利用頻度は高くない状況です。
現在、奈井江では福祉有償運送を実施してますので、奈井江学園の入所者が滝
川に来てまた奈井江に帰ることは可能ですが、あくまで滝川が発着地で滝川で完
結するためには、滝川市での許可が必要となるため、今回、滝川市での追加申請
となります。

＊紅露委員　～滝川には知的障害の入所施設がないんです。ほほえみ工房や新生園な
ど通所施設はありますが、親も当然高齢化し、急に何かあった時に預かる施設が
滝川にはないんです。砂川希望学院とか奈井江学園とか入所施設にショートステ
ィとして短期間預かりのサービスを受けなければならないのです。でも連れてい
けない場合などこの様なサービスを受けられればと思います。親も元気なうちは
公共交通機関など利用して余暇活動として遊びに札幌とか連れて行ったり現在も
しています。それも親がだんだん高齢化していくうちに障害者本人の希望が親で
は、かなえられなくなる実態があります。そのような時にこのサービスを利用で
きれば、本人の生きがいにもつながりますし、遊びに毎日毎日行くわけではあり
ませんので、うちの場合でしたら数か月に１回札幌に遊びに行く頻度だと思われ
ます。回数的にも少ないと思われますし、親が連れて行けない時などサポートし

ていただければ、利用者側としては、この制度が必要と思います。

＊橘会長　～社会福祉法人奈井江学園　居宅介護事業所サポートセンターぽすとが新
規登録ということで、人の命を預かる事業ですので、交通安全、安全の励行に努
めていただくことで、必要性については有るということで可決させていただきま
すが、よろしいでしょうか？　　・・・異議なし。
　　ありがとうございます。　それではその他、事務局から何かございますか。
＊事務局　～今回お願いしております委員の皆様の任期は２年を考えております。

今後、新たに新規申請がある場合や今回認可されました奈井江学園の大きな事業
内容の変動、例えば運行車両や人員などの大幅な増など、本来の福祉有償運送の
枠を超える、超えないという判断が当然必要となりますので、再度委員さんにお
集まりいただき、協議が必要になると考えております。

＊山本委員　～委員の任期が２年ということですが、私どもの組合の役員任期が来年
９月までとなっており、役員改選もありますので、その後は新役員があたるとい
うことでよろしいでしょうか。

＊橘会長　～　よろしいです。充職でお願いします。
　　それでは、皆様のご協力で議件もすべて終わりました。以上をもちまして、滝川

市福祉有償運送運営調整会議を終了させていただきます。ありがとうございました。
